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C-38 人工呼吸器使用時の加温加湿器と人工鼻による加温加湿能の比較
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近年人工鼻についての研究が麻酔科領媛を中心に多

くなされ、その有用性が証明されている。しかし急性

期や重症治療における人工呼吸器使用時の研究報告は

少なし、。そこで今回私達は救命 IaJに入院した人工呼

吸管理を必要としている患者に対し、加温加湿器と人

工鼻を用し、力噛カ随能を調査したのでここに報告する。

研究方法:対象者は平成14年1月から4月の聞に

3次救急で搬送され、人工呼吸器管理を3日以上必要

とする患者で、力日j星加湿器使用患者7名を A群、人工

輿使用患者7名を B群とした。使用した人工呼吸器は

r二ネット 840で、カ咽加湿掛ま F‘&.Pr.土の h侭 840

を使用した。人工鼻はタイコヘルスケアジャパン社の

ノ、イグロパック sを使用したの患者側の観察指標とし
て略疾の量・性状・色・吸引回数をはじめとしたチェ

ックリストを作成した。噂疲の性状については1泡沫

水様、 2やわらかい、 3ふつう、 4かたいの4段階の
略疲モデルを液体クロマトグラフィーで作成し、色に

ついては1透明、 2白色、3薄黄色 ・クリーム色、 4

ベージュ、 5褐色の5段階のスケールを用いた。回路
内の温湿度は MFRA社のそイスコープで測定したの前

群の比較はt検定を用いpfl直はO.olとした。

結果:対象患者の平均年齢はA群 67.7歳、 B群ω.0

歳であった。疾患内訳は頭部・胸部・腹部・疾患や薬

物中毒であり複数の臓器障害を合併している症例もあ

った。曙疲貯留による無気肺形成や呼吸状態の悪化は

両群ともなかった。

人工附及器回路内の温湿度は両鮮とも使用日数によ

る変イじはなかった。相対温度は A群平均 lJ7.7%、B群

lJ7.4%で 0.3%の差があるが有意差はなかった。しかし

加温加湿器群に値のばらつきがみられた。温度の平均

はA群 315'C、 B群 33.5'Cで2'Cの差があり人工鼻が

有意であった。絶対湿度の平均は A群 31.5mgll、B群

35.1mgllで 3.4mg，1の差があり人工興が有意であった。
略疾の量は両群の問に明らかな有意差はなかった

日あたりの吸号恒撒に有意苗詩窓められなかったが加

j勧曜器群にばらつきがみられた。疲の硬さはA群1.7、

B群2J17、疾の色はA群2.92、B群324であった。

考察.人工鼻は温度・絶対湿度が加温加湿器に比べ

明らかに高く、使用日数による温湿度の大きな変動も

ない為、患者の状態に合わせ安定した加iWJ日湿がされ
ているといえる。逆に加温加湿器群は相対湿度にばら

つきがあり、人工鼻に比べやや不安定であるとし、える。

また両群とも疾の量相及引回数自体に差はなし、ものの、

力lIi嵐加湿器群の方が略核はやわらかく、吸引回数にば
らうきもあることから加湿用水や刺激や加湿用水の過

剰な肺内への流入、回路内に貯留した水分の気道内へ

の垂れ込みによって患者の咳轍を誘発させたり、呼吸

音の変化に対応して看護師が吸引を実施している可能

性がある。吸引は患者にとって、苦痛があるだけでな

く吸引刺激による身体への影響を考慮するとできるだ

け最小限である方がよい。人工郷は回路内に水分の貯

留がなく肺に余分な水分の流入がない為、吸引回数を

減少させることができたとも考えられる。そして人工

集は立ち上がりから温湿度の安定までが数分間であり、

緊急挿管時や呼吸器能の著しい低下のみられる患者に

対してでも早期から十分な加1勧日湿された酸素を供給

することができる。しかし人工舞群で一部温度・絶対

視度にはずれ値があるのは患者の体温による影響が大

きいと思われ、低体温容者に人工鼻の使用は適してい

ない可能性がある。また、鴨息患者など治療上ネブラ

イザーなどを頻回に行う場合も機械操作上人工鼻は不

適応であると唐われるの

結語 1、人工鼻は急性期疾患や重症治療において

も気道の環境を整えることができる。 2、人工輿の使
用は吸引による患者の苦痛を軽減できる。 3、症例に

合わせ加温加湿器と人工輿の使用を選択する必要があ

る。




